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得 （pr5pti）・ 非得 （aprapti ） と無為

　　　　　　　　　　　　　　の 関連性

（asamskrta ）

村 　上 　明　宏

1． は じめ に

　得 （prapti）・非得 （aprapti ） は AbhidharmakoSabhasya （以 下 Al（Bh）な どで 十 四 法

を数 える 心不相応 行 中の 有為 法で ある （AκBh，　pp．62．11− 82．17）．

　 こ の 心不 相応 行の 数 え方 は 有部の 論書 にお い て 統一
さ れ て い ない ． さ らに ， そ

れ らの 論書で は
， 心不相応行 と して 分類 され た 法の 項 目もまた

， 統一
さ れ て い な

い ． しか し
， 共通項 は ある ．Al〈Bh な どの 十四 法 を基準 と して 心不 相応行 をみ れ

ば， 十六 法 を数え る 『阿毘達磨法 蘊足 論』 （以下 『法蘊足論』） 『阿 毘達磨品類 足 論』

（以下 「品類足論』）の 場合 ， 「非得」が 数 え られず ， 代 わ りに 「依得 ・事得 ・処 得 」

の 三 つ の 得が 数 え られ る ． 十七法を数える 『阿毘曇甘露味論』の 場合 ， 十六 法の

数 え方 に 「凡 夫性 」 を加 えて 数 える． また ， 『阿毘曇心 論』 『阿 毘曇心 論経』 『雑

阿 毘曇 心 論』 は AKBh と 同 じ く十 四 法 を数 え るの だ が ， 項 目 は異 な り， 「非得」

を数え ず，代 わ りに 「凡夫性」 を数 え る ． 心 不相応 行 それ ぞれ の 項 目は 「得」「非

得」を ど う捉 え る の か ， とい うこ とが 異 なる の み で 残 ウの 法 に つ い て は共通 して

い る ． こ の 故 に ， 心 不 相応 行 とい う分 類 に は ， そ の 根 底 に 一 貫 した 考 え方が あ

り，
そ の 考 え方に基 づ い て 分類 され て い る と考 え られ る．

　そ の 根 底 に あ る 考 え方 が何 で あ る の か ， まず ， 心 不 相応 行中に 数 え ら れ る

「得」 と 「非得」 につ い て
， 考察 を加 えて み た い ．

2 ， 「得」 の 成 立 過程

　AKBh に お い て
， 「得」 と は有情が 自相続 中 に有為 法 を獲得 （獲，励 ha）・具有

す る こ と （成就，sarr・anvagama ） で あ る と説 か れ る （AUeh ，
　p．62．14■20）．　 AKBh 以 後 ，

Sphutarthd　Abhidhar〃iakoSaVyakhyd 　（以下 SAKV ，　pp．143．8−144．33）， 『阿毘達磨Jll頁正 理論』

（以 下 r順 正理 論』，
T29 ．396．c23 −397．a12 ） にお い て も同様 に説か れ る． 「得」は 有情

が あ らゆ る諸 法 を獲得 ・ 所有 す る 法で あ る と説かれ る．
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得 （prapti）・非得 （aprapti） と無為 （asamskpta ）の 関連性 （村　上 ） （135）

　 しか し， 「得」の 成立 過程を振 り返 っ てみ る と， 「得」が あ らゆ る諸法 を獲 得 ・

所有する法で ある と明確 に規定され る の は 「品類足 論』に至 っ て か らで ある （T26．694．

al9 ）． そ れ 以前の 初期 の 論書で ある 『集異 門足 論』 に み られ る 「得 」の 規定 は 四

沙 門果 を説 く箇所 に あ る （T26．392．c23 −393，a5）． そ こ で は ， 四 沙 門果 は 「有為 の 聖

法」 と 「択滅」 を獲得 し ， 「択滅の 得」 に よ っ て 四 沙 門果 を証す る こ とが 説 か れ

て い る． 『法蘊足 論』 で も同様 の こ とが 説 か れ て い る （T26．460．b21−460．c1 ，464．c2〔F

465．a21 ）． こ の 『集 異 門足 論』 「法蘊足 論』 で は 聖 者 に 関 して 「得 」 が 説 か れ て い

る
1）
． こ れ らの 論書で は ， 「得」 は 「択滅の 得」 に よ っ て 聖者 と凡夫の 状態 を区

別 す る法 で あ る． ま た ， 初 期 の 仏 教 にお い て ， 「得」 とい う用 語 は み られ な い も

の の ， 福 田 ［1991］で は prav
厂
ap とい う語 が もっ て い た初期仏典 の 用 例 を考 察 し

て ， prafap とい う語が 修行成果の 獲得 と涅槃 の 獲得 に 関 して 用 い られ る もの で

あ る こ と を指 摘 し， praV
’
ap とい う語 は 「択滅 の 得」 の 意味 に 用 い られ る こ と を

述べ て い る．

　有部 の 初期 の 論書 にお い て ， 「得」は 択滅 を獲得 ・具有す る聖 者に 関 して 説か

れ る法 で あ る． 本 来 ， 「得」 は 「択 滅 の 得 」に よ っ て 聖 者 で あ る こ と を規 定 す る

法 で あ っ た と考 え られ る ．

3 ． 「非得」の 成立過程

　 「非得 」 は AKBh にお い て 「得 」 と反対 の もの で あ る か ら 「非得 」 とい うこ と

が 成立 して い る と説か れ る （AKBh ，　p．62．16−17）． 「非 得」 は 「得 」 と は正 反対 の も

の と して 有情 が 自相続 中 に有為 法 を獲 得 しない こ と （不獲 ，
alfibha ）・具有 しな い

こ と （不 成就 ，
asamanvEgama ） で あ る と規 定 さ れ る．　 SAKV で は ， 経 に は 「非 得 」

とい う法 が成 立 して い ない こ とが 述 べ られ る （SAκ V，　pp．143．30− 144．2）． 実際 に 有部

に お け る初 期 の 論書で は 「非 得」 と呼ば れ る 法は 説か れ て い ない ． 『順正 理論』

で は
， 有 情が 諸法 を獲得 ・具有 しな い 「非得」 を規 定 しつ つ

， 「非得」 とは 「異

生 性」の こ と で あ る と説 い て い る （T29．396．c25 −28）．

　初期の 論書で は 「非 得」 と呼 ばれ る 法 は 説 か れ て い ない けれ ど， 「非得」の 代

わ りに 「依得
・
事得

・
処得」が 説か れ て い る ． こ の 三 つ の 得 は 『集異 門足 論』 で

は地獄 趣の 衆同分な どの 獲得 と して 説か れ る （T26．415．cl8 −20）． こ の 『集異 門足

論』 で 説 か れ る 「依得 ・事得 ・処得」 とは異生性 （凡夫性 ）に 極 め て 類似 した法

で ある
2）
． こ の 『集異 門足 論』 で 説か れ る 「依 得 ・事得 ・ 処得 」 は 『品類 足 論』

で も継承 され る （T26 ．694．a24 −25）． そ して 『阿毘曇心論』（T28 ．830．c24 ，
　 T28．831．a5 −6），
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（136） 得 （pr蕊pti）・非得 （apr5pti）と無為 （asamskpta ）の 関連性 （村　上）

『阿毘曇心 論経』（T28．866．a7 ，
　T28．866．a19 −20）， 『雑 阿毘曇心論』（T28．943．b5，

　T28 ．943．b7）

に 至 る と
， 「凡夫性」 と規定 され る ． こ の 「凡夫性 」 は AKBh 以 後 「非得 」 と し

て 規定 され る ． 本来 ， 「非得」 は 聖道 を獲得 ・具有 で きない 凡 夫 を規定 す る 法で

あ っ た と考え られ る．

4 ． 無為法に関する 「得」「非得」

　AKBh に おい て ，無為につ い て も択滅 （pratisarnlchy5−nirodha ）・非択滅 （apratisamkhy5 −

nirodha ）の 「得」「非得」が あ る と説か れ る （AIZBh，
　p．62．2（F22）． 「択 滅の 得」に 関

し て AK〈Bh で は
， すべ て の 聖 者 と あ る 凡 夫 た ち が 択 滅 を 具有 す る と 説 か れ る

（AKZBh ，
　pp．62．23−63．1）． こ の 「あ る凡夫 た ち （ppthag−jana）」 とは SAKV で は見道位 の

初刹 那 にお ける世 間道 に よ っ て 択滅 を具 え て い る もの た ち と説 い て い る （SAκ V
，

p．144，18−30）． こ の 凡夫 た ちは 第二 刹那以 降に聖 者 とな る． 『順正 理 論』で も同様

に説か れ る （T29．397．a5 −6）． 「択滅の 得」を境に して 聖者で あ る こ とが 規定 され る．

　「非得」が 「得」 と正 反 対の もの で ある か ら 「択滅 の 非得」 と は択滅 を具有 し

な い 凡夫 た ちの こ とで あ る． 本来 ， 「非得」 は 凡夫 を規定 す る法 で あ る． 「非得」

が 凡 夫 を規 定す る 法で あ る こ とに 関 して ， 福 田 ［1990a］ で は ， 有部 の 論書 にお

い て 「煩悩の 得」 とい う表現は見 られ て も 「煩悩の 非得」とい う表現 は み られ な

い こ と を指摘 し
， 「非得」 とは 「聖 法の 非得」の み に 限定さ れ

， 凡 夫で ある こ と

を規定す る 法 で あ る こ と を述 べ て い る
3）
． 「択滅 の 非得 」 を境 に して 凡夫 で あ る

こ とが 規定され る．

　 「択 滅 の 得 ・非 得」 に 基 づ い て 聖 者 と凡夫 の 状 態が 区別 され る ． こ れ が AKBh

で は 「得」 の 機能 として 「聖 者 と凡 夫 の 状 態 を区別 す る因 健 立因 ， vyavastha−hetu）」

と規定 され る （Al（Bh ，
　p．63．14−15）． こ の 「聖者 と凡夫の 状態 を区別する 因 （建 立因）」

は 『阿毘 達磨 大毘 婆沙 論』 （以 下 『大毘 婆沙 論』 T27．463．b16−18）に お い て 確立 され

た とされ る
4）
． しか し ， 「集異 門足 論』『法蘊足論』で 説かれ る 「得」の 規定に 「聖

者 と凡央の 状態 を区別する」 とい うこ とは見出す こ とが で きる． そ こ で は 「択滅

の 得」に基 づ い て 聖者 と凡夫の 状 態の 区別が なされ る ． こ の 「択 滅の 得」 は 『大

毘 婆 沙論』 に お い て 「離繋 得」 と規定 され る （T27 ．161．a14 −16）． そ して 「煩悩 の

繋得」 を断 じ， 「離繋得」 を獲得する こ とが 説か れ る （T27．796．c27 −797．a2 ）． 『大毘

婆沙論』 で は 「離 繋得」が 有部 の 修 道論 ・断惑論 に基づ い て
5）

， 煩悩 を断 じて 択

滅 を獲得 す る こ とで あ る と説 か れ る ． 『大毘婆 沙論』 で も 「択 滅 の 得」 に よ っ て

聖 者 と凡夫 を 区別す る．
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得 （prEpti）
・非得 （aprapti ）と無為 （asarpslq ；ta）の 関連性 （村　上 ） （137）

　有部は初期 の 論書 か ら 「択滅 の 得 ・非得」に よ っ て 聖 者 と凡夫を区別 して い る．

こ の 区別 は 「得」「非得」に よ っ て なされ るの で ある． こ れ は 「得」が無為な る 「択

滅」 を結 び つ ける 法で あ り， 反対 に 「非得」 は 「択滅」 を結 び つ け ない 法で あ る

こ とを意味す る， 本 来 ， 「得」 「非得」 は 無為 なる 「択滅」 との 結合 ・非結合 を意

味する法 で あ っ た と考 え られ る ．

1 ）福 田 ［1990a］pp．3− 4 で は 「得 と い う概念 は まず こ うした文脈 か ら考え出され た 」 と

　指摘 する．

2 ） 『集異 門足 論』に お け る 「依得 ・事得 ・処得」は 五 趣 の 獲得 に 関 して 説 かれ て い る．

　そ れ 故 ， 福 田 ［1990b］ pp．14− 16で は 「こ れ ら三 つ の 得 は，聖 者 を定義す る原理 （聖
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　
　道の 得）で あ る得に対 し，異生を定義す る原理 （異生 に属す る 法の 獲得）の 確立 を意

　図 して ， 心不 相応行中に立て られ た と思われ る．」 と述べ て い る．

3 ）こ の こ と は 周 ［2014 ］pp．914−920に お い て も 「得法 は 有情へ の 法の 帰属 関係 を建 立

　す る法体で あ り， 非得 は 聖 道の 非得 とい う前提 に お い て ，異生性の 異名で あ る，特 に ，

　非得の 用 法は 聖道の 非得の み に 限定 され て い る．」 と指摘 されて い る．

4 ）櫻井 ［2003］pp．854−857 で は Al（Bh に お け る 「建 立 因」 とは聖 者 と異 生 との 差別 等

　の 修道論上 の 差別 を確立 設定す る 原因 とい う意味で あ り，
こ の 「建立 因」は 『大毘婆

　沙論』 の 所説 を承 けた もの で ある と述 べ て い る．

5 ） 「得」が修道論
・
断惑論上 ， 重要な法 として規定 され て い る こ とは加藤 ［1984］，福

　田 ［1990a］，楠 ［2012］， 周 ［2014］な ど の 先行研 究に お い て 指摘 され て い る ．
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〈キー
ワ
ー ド〉　心不相応 行，得，非得，無為

（駒澤大学大学院研 究生）
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